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はじめに
　近年，夏の暑さが過酷さを増している。環境省 （2018） の
発表によれば，平成 30 年 7 月 9 日─ 15 日までの全国 6 都市
の暑さ指数 （WBGT） の平均値は，過去 10 年間の平均値と比
較して 1―3℃高くなり，過去 10 年間の平均値が最も高い時
期をさらに上回る状況となった。それと同時に，全国の熱中
症による救急搬送人員は，9,956 人 （総務省消防庁 , 2018） と
なり，暑さによる健康被害も軽視できない状況となった。通
常，身体の熱は環境に対して逃げていく場合が多いものの，
近年におけるわが国の夏季のように気温が体温 （約 37 度） を
超えるような場合は，熱が蓄積してしまうようなことがある 

（永島 , 2018）。
　過酷な暑さの中でスポーツを実施する場合，熱中症になる
だけでなく，必要以上の体力を消耗し，判断力や集中力が低
下するといったことも起こりやすく，本来の実力が発揮しに
くい。アスリートにとって厳しい状況となる。特に，2020 年
に東京で開催される第 32 回オリンピック競技大会は，開催日
が 7 月 24 日─ 8 月 9 日であり，続く東京 2020 パラリンピッ
ク競技大会は，8 月 25 日─ 9 月 6 日に開催されるため，暑さ
の問題が懸念されている。よって暑熱対策は，喫緊の課題で
ある。
　そこで本調査では，暑熱対策に関する実態を把握するため，
大学生アスリートを対象に，高温下での思考と高温下で行っ

ている対処行動について検討することを目的とした。

方法
1．調査対象者
　本研究の対象者は，首都圏にある 4 年制大学の 1 ─ 4 年生
のうち，運動部（サークルは除く）に所属している競技者で，
研究参加に同意した者とした。全ての参加者は，いわゆる
スポーツ推薦入試制度で入学した競技者であった。調査は，
2017 年 6 月に実施された。

2．調査手続き
　大学の講義開始前に調査を実施した。その際，参加同意書
を配布し，研究参加の同意を得た上で，質問紙の配布・回収
を行った。なお，参加同意書には，本研究の目的や所要時間，
回収した質問紙やデータの取扱方法，本研究から得られる結
果のフィードバック方法，研究者の情報と連絡先を明記した。
さらに，対象者が回答を中断できることを明記し，倫理的な
配慮を行った。なお本調査は，法政大学文学部心理学科・心
理学専攻倫理委員会において審査を受け，研究実施の承認を
得た上で実施された。本研究のデータは「法政大学スポーツ・
ライフ・バランス研究プロジェクト 2017」で収集されたデー
タの一部である。
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要　旨
　近年，夏の暑さが過酷さを増している。過酷な暑さの中でスポーツを実施する場合，熱中症やパフォーマンス低下のリスクが
高くなるため，暑熱対策は喫緊の課題である。本調査では，暑熱対策に関する実態把握を目的とし，高温下でのアスリートの思
考と，高温下で行っている対処行動について，大学生アスリート 144 名を対象に調査を行った。その結果，思考については，水
分補給をするなど 37 のカテゴリ，対処行動については，水分補給をするなど 31 のカテゴリが得られた。
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3．調査内容
1）対象者の属性
　年齢，性別などについてたずねた。

2）高温下での思考
　「あなたは，高温下で競技する際，頭の中で何を考えていま
すか？または，考えていましたか？」という質問項目に対し
て，自由記述にて回答を求めた。

3）高温下で行っている対処行動
　「あなたは，高温下で競技する際の工夫として，どのような
ことを行っていますか？または行っていましたか？」という質
問項目に対して，自由記述にて回答を求めた。

4．分析方法
　回答内容の整理・集約は，KJ 法 （川喜田，1970） の 4 つの
ステップのうち，1 つ目の「紙切れ作り」および 2 つ目の「グ
ループ編成」に基づいて行った。報告された自由記述を改変
することなく 1 つずつカードにした上で，作業者間で議論を
行い，それらのカードをカテゴリに整理・集約した。集約が
困難な回答があった場合は，無理に他の回答群に集約せずに，
そのまま独立して扱った。なお，意味が不明瞭な回答は，分
析の過程で除外した。分析作業は，スポーツ心理学を専攻し
ていて，修士号を取得した研究者 1 名と，スポーツ心理学を
専門とする教員 1 名の計 2 名で実施した。

結果と考察
1．対象者の属性
　対象者は，平均年齢 18.5 歳 （1 年生 104 名，2 年生 37 名，3
年生 6 名，4 年生 1 名），男性 118 名，女性 26 名であった。

2．高温下での思考
　得られた回答を集約したところ，「水分補給をする（49）」，

「暑い（35）」，「早く終わってほしい（9）」などの 37 のカテゴ
リが得られた。具体的なカテゴリ名を Table1 に示す。なお，
カッコ内の数字は，報告された回答の数である。多くのアス
リートの中で，特に水分補給に関する思考が報告された。ま
た，本調査で得られた回答には，自動思考と意図的な思考が
混在していることも認識しておく必要があるだろう。

3．高温下で行っている対処行動
　得られた回答を集約したところ，「水分補給をする（88）」，

「水や氷で体を冷やす（20）」，「塩分補給をする（14）」などの
31 のカテゴリが得られた。具体的なカテゴリ名を Table2 に
示す。高温下での思考と同様に，水分補給が最も多く，運動
中の水分補給は，多くのアスリートが実践していることが分
かった。また，身体を冷やしたり，塩分補給を行ったりする
など，熱中症への多様な対策を積極的に行うアスリートが多
いことも明らかとなった。

※カッコ内の数字は回答の数

Table1．「高温下での思考」KJ法の結果
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※カッコ内の数字は回答の数

まとめ
　本調査の結果から，暑熱環境下において競技を行うアス
リートには多様な思考が生じ，多様な対処行動を行っている
実態が確認された。とくに，水分補給に関する思考・行動を
行っていることが多いことがわかった。暑熱環境下では，体
温調節のための発汗によって体内の水分量と組織が変化し，
循環・体温調節系の機能低下を介して，パフォーマンスが低
下する （岡﨑 , 2018）。岡﨑 （2018） が示すように，アスリー
ト・コーチには，水分の成分・量・温度・摂取タイミングに
関する知識を身につけることが期待される。また，多様な対
処行動が回答されたが，対処行動については，競技種目の特
性に合わせた工夫も必要であると推察される。
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